
















要約 本分担研究班では男性不妊の実態調査の中に正常男性の精子数についての調査を組

み入れた。その背景は最近にわかに環境汚染が生殖能力に与える影響についての懸念が増

大し精子数が低下しているとの論文が発表されたからである。その発端となった論文は

Skakkebeak グループらが過去 50 年間に発表された論文からデーターを解析して精子濃度

が 42%減少しているとのショッキングな内容であった。

 1992 年 Carlsen らは 1930 年から 1991 年までに発表された 22 ヵ国、61 件の論文を収集

しその論文に含まれる 14947 人の男性(特に選別していない健康な男性または妊孕能があ

ることが確認されている男性)について平均精子濃度、精液量を調査した。50 年間のデー

ター分析はサンプル数で加重平均したデーターの線型回帰分析で行った結果、1940 年の

113x106/ml から 1990 年の 66×106/ml へと 42%有意に減少し、また精液量は 3.40ml から

2.75ml と有意に減少していることが示された。精子濃度と精液量を掛けた総精子数、言

い換えると精子の生産能力については平均精子濃度の減少以上にさらに低下している。こ

れらの結果から過去 50 年間において精液の質的低下しいては男性生殖能力の全般的な低

下を示していると結論付けた。文献調査ではなく個々の国、あるいは同一施設からの報告

を見るとデンマーク(コペンハーゲンを中心)では1952年と1972年を比較し20年間で73.4

×106/ml から 54.5×106ml に有意に減少、米国からは 1973 年から 1980 年の 8 年間に精

液提供者になろうとした男性の質的低下、パリでは 1973 年の 89×106/ml から 1992 年の

60×106/ml へと減少し運動精子数及び正常形態精子数もそれぞれ有意に減少、ベルギー

からは過去 19 年間に精子濃度は 12.6×106/ml 減少、スコットランドにおいて 1959 年以

前と 1970 年以降に生まれた男性で誕生年の増加に伴って精子濃度が 98×106/ml から 78

×106/ml に減少していること、ロンドンでは infertile female のパートナーの精子濃度

を 1978 年から 83 年までと 1984 年から 89 年までを比較したところ 101×106/ml から 96

×106/ml まで減少している、と報告している。

 一方、精子濃度は低下していないとする論文も報告されている。米国内(NY, MN, CA) の

3 ヵ所で 1970 年から 1994 年まで調査を行いわずかであるが有意に過去 25 年間に精子濃

度の増加を示し、シアトルでも減少を認めていない、フランス、Toulouse 地方において

も 1972 年から 1992年の 20 年間で精子濃度の減少は見られない、との論文がある。

 carlsen らの論文も含め精子数が低下しているとの結論に対して出版物の抽出方法によ

るバイアス、精液調査の対象者の選択法、その対象数、対象年齢、禁欲期間の問題、検査

方法の相違、統計処理法等々、多くの問題点が指摘され必ずしも精子濃度は低下していな

いと疑問視する論文が見られる。

 今後の問題点として精子濃度、運動率、精子奇形率を含めさらに妊孕能の判定すなわち

精子の質を評価するパラメーターの開発そして世界各国が同じプロトコールに則って精液



調査を行わねぱならない。


